
令和６年度（R6.4.1	～	R7.3.31）事業報告

会 議 開 催

Ⅰ　定	時	総	会
令和 6 年 6 月 21 日（金）令和 6 年度定時総会を福岡市博多区博多駅前 2 丁目福岡朝

日ビル会議室において開催し、会員総数 59 名のうち、56 名（内、委任状 35 名）によ
り令和 5 年度（R5.4.1 ～ R6.3.31）事業報告及び決算報告､ 同監査報告について審議
のうえ承認された。
また、令和 6 年度（R6.4.1 ～ R7.3.31）事業計画及び収支予算について説明し報告
を行った。

Ⅱ　理	事	会
令和 6 年度は理事会を 4 回開催し、会の運営に関する諸事項について審議のうえ議決
した。
第 1 回理事会		令和 6 年 5 月 22 日

承認事項　１．令和 6 年度定時総会に付議する事項
・令和 5 年度（R5.4.1 ～ R6.3.31）事業報告及び
決算報告について

・監査報告
２．役員の改選及び選任について
３．総会の開催と提出議題について

報告事項　１．令和 6 年度事業計画及び収支予算について
２．その他

第 2 回理事会　令和 6 年 6 月 21 日
１．代表理事（理事長）の選定について
２．常務理事の選定について

第 3 回理事会　令和 6 年 12 月 5 日
承認事項　１．令和 6 年度上半期（R6.4.1 ～ R6.9.30）の理事長及び

常務理事の職務執行状況について



第 4 回理事会　令和 7 年 3 月 27 日
承認事項　１．令和 7 年度（R7.4.1 ～ R8.3.31）事業計画（案）及び

収支予算（案）について
２．役員報酬について
３．令和 6 年度下半期（R6.10.1 ～ R7.3.31）の理事長及び
　　常務理事の職務執行状況報告について

報告事項　１．令和 6 年度 (R6.4.1 ～ R7.3.31) 事業見込及び
決算見込み額について

２．公益目的支出計画の実施状況について

実施した事業

一般社団法人への移行に伴い、令和 6 年度 (R6.4.1 ～ R7.3.31) は下記の公益目的支出計
画に基づく実施事業並びに収益事業として書籍販売事業、派遣事業、技術支援事業を実施	
した。

Ⅰ　公益目的支出計画に基づいて実施した事業
　　（別紙：「公益目的支出計画実施報告書」のとおり。）

Ⅱ　収益事業　
１．書籍販売事業
・実施事業で刊行する「九州技報」の販売を実施した。

２．派遣事業
・計器監視業務への派遣を実施した。

３．技術支援事業
・CPDS が取得できるオンライン講習会の開催支援を実施した。
・建設業界を魅力あるものにするための取り組みの第１段階として、土木系学生へ
のアンケートを実施した。
建設業従事者に対してエイジフレンドリーの取組を実施した。

附 属 明 細 書

令和 6 年度（R6.4.1 ～ R7.3.31）における事業報告につき、その内容を補足すべき重要
な事項は存在しない。



（別　紙）

公益目的支出計画実施報告書

Ⅰ　公益目的支出計画に基づいて実施した事業
１．支援事業
ダム・水資源及びこれに関連する地域づくり等に関する下記事業を支援した。
① 地域活性化等支援事業

地域住民やＮＰＯ等、市民や市民団体を中心とした地域づくり活動、防災活動、
各種学習会等の公益活動を行った 18 団体に対して助成を行った。

② 調査・研究等支援事業
大学・高等専門学校、個人研究者等が行う社会資本整備、水資源環境、総合防災
に関する調査・研究活動者 5 名に対して助成を実施した。

２．自主事業
建設技術広報事業
産・学・官共同の編集委員会のもと、九州地方の建設技術についての最新情報を集
めた情報誌『九州技報』を 2 回（9 月、3 月）刊行した。

Ⅱ　令和 6 年度（R6.4.1 ～ R7.3.31）公益目的支出計画実施報告書の内容
１．公益目的財産額　：　算定日　平成 25 年 7 月 31 日

財産額　580,570,413 円

２．当該年度の公益目的収支差額（①＋②－③）	 483,944,931 円
① 前年事業年度末日の公益目的収支差額	 450,422,494 円
② 公益目的支出の額 33,522,437 円	（計画	27,345,000 円）
③ 実施事業収入の額 0円	（計画	 0 円）

３. 当該事業年度末日の公益目的財産残額
96,625,482 円	（計画 128,008,413 円）

４．２で記載した額が計画した見込額と異なっている理由と概要
当該年度における実施事業別の公益目的支出計画額及び公益目的支出額並びに
支出額－支出計画額の理由は以下のとおり。



①継 1：地域活性化等支援事業
公益目的支出計画額：17,038,000 円、支出額：18,596,145 円
支出額－支出計画額：	1,558,145 円
［差額が生じた理由］
年度当初において、過去の実績を考慮し、公益目的支出計画額を 2,499 千円上回る
19,537 千円の予算を計上していたが
・支援費の予算額 11,000 千円に対し、10,090 千円の執行額となり約 910 千円の
執行減額となった。
これは、地域活性化等支援のうちの 1 件において、決算額が確定しないため、
決算処理を令和 7 年度予算で対応することとしたこと（申請額 500 千円）及び
当初の申請合計額が、予算額を約 350 千円下回ったためである。

・その他の項目については、若干の執行減はあるもののほとんど予算計上額と支
出額が同じであった。

以上の理由等により、当初の予算額 19,537 千円に対して 18,596 千円の執行額と
なり、約 941 千円の執行減額となった。
したがって、公益目的支出計画額に対し約 1,558 千円の支出増となった。

②継 2：建設技術広報事業
公益目的支出計画額：10,307,000 円、支出額：14,926,292 円
支出額－支出計画額：		4,619,292 円
［差額が生じた理由］
年度当初において、過去の実績を考慮し、公益目的支出計画額を 4,215 千円上回る
14,522 千円の予算を計上していたが、
・物価高騰と人件費の上昇により、担当職員の賃金を約 5％増額したことから、
約 260 千円の執行増となった。

・物価高騰の影響により印刷製本費において約 314 千円の執行増となった。
以上等の理由により、当初の予算額 14,522 千円に対して約 14,926 千円の執
行額となり、約 404 千円の執行増額となった。
したがって、公益目的支出計画額に対し約 4,619 千円の支出増加となった。

③特定寄附（寄 1）
特定寄附については、令和元年度で終了したため、令和 2 年度以降の支出はない。

令和 6年度における、上記実施事業全体では、公益目的支出計画額：27,345,000 円に
対して、支出額：33,522,437 円となり、6,177,437 円の支出増となっているが，前年度
までの支出累計額及び今後の実施事業の規模等から実施期間に影響はないと考える。

５．公益目的支出計画の完了予定事業年度の末日		令和 13 年 3 月 31 日


